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The aim of this paper is to reveal linguistic registers of the following occurrence verbs in Japanese:
okiru (to arise) okoru (to occur) shojiru (to come into being/to come about) shozuru (to result from)
Linguistic registers of “okiru” and “okoru” are not as obvious as those of “shojiru” and “shozuru.” One
previous study has paid particular attention to the lower relative frequency of “okoru” in the newspaper
corpus in a distribution survey of occurrence verbs. The study suggested that it may reflect a time
change, rather than a difference between genres. To explore this possibility, the paper analyzed the
distribution and style of writing of occurrence verbs using the Balanced Corpus of Contemporary Written
Japanese (BCCWJ) sub-corpuses (white papers, diet records, books, and Yahoo! Answers) as well as the
newspaper corpus from the viewpoint of written language likelihood. The discussion was then expanded
by taking into account time change, word types, corpus writing style values, and questionnaire writing
style values, thereby revealing the differences in the writing styles of occurrence verbs in writing style
formulas.
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コーパス 起きる（％） 起こる（％） 生じる（％）
新聞記事 84 （52.8） 12 （ 7.5） 63 （39.6）
国会会議録 85 （20.7） 143 （34.9） 182 （44.4）
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コーパス（調査者） 起きる（％） 起こる（％） 生じる（％）
新聞記事（前川） 84 （52.8） 12 （ 7.5） 63 （39.6）
国会会議録（前川） 85 （20.7） 143 （34.9） 182 （44.4）
国会議事録（井上） 55 （31.6） 77 （44.3） 42 （24.1）
白書（井上） 0 （0） 1 （ 1.3） 76 （98.7）
Yahoo! 知恵袋（井上） 9 （39.1） 9 （39.1） 5 （21.7）






























BCCWJコーパス 総数 位相 宮島（1977） 井上（2010a）
Yahoo! 知恵袋 約500万語 話し言葉 俗語・くだけた日常語 卑俗・口頭体
国会議事録 約500万語 話し言葉・書き言葉 あらたまった日常語 書記体
書籍 約700万語 話し言葉・書き言葉 無色透明な日常語 汎用体
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印象 くだけた ← うちとけた ← 普 通 → あらたまった → かたい
文体（井上） 卑俗体 口頭体 汎用体 書記体 文語体
宮島（1977） 俗語 くだけた日常語 無色透明な日常語 あらたまった日常語 文章語
田中（1999） 会話的 話しことば的 一般 書きことば的 文語的
ことば 話し言葉 話し言葉 話し言葉・書き言葉 書き言葉 書き言葉
主な場面 私的会話 日常会話 公私等の別なし 公的発言・論説文 論文・詩歌
語例 あっし あたし わたし わたくし 小生
けど だけど けれども しかし しかしながら
φ なかでも とくに とりわけ なかんずく
だって φ φ というのは なんとなれば
文体レベル 1 2 3 4 5
表４ 「単語の文体」の５分類
語 白書 知恵袋 a = tanθ b ＝ r／10
じわじわ 0 11 ∞ 1.1
だんだん 0 159 ∞ 16.0
少しずつ 9 139 15.4 13.9
徐々に 155 108 0.7 18.9














〈判定式①〉 0.0 ≦a＜0.2 → E層：レベル５ 強い
0.2 ≦a＜0.6 → D層：レベル４
0.6 ≦a＜1.7 → C層：レベル３
1.7 ≦a＜5.7 → B層：レベル２
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語 白書 知恵袋 a（文体値） b（使用頻度）
1 起きる 0 9 ∞ 0.9
2 起こる 1 9 9.0 0.9
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例）あっし 例）あたし 例）わたし 例）わたくし 例）小生
いろんな いろいろな さまざまな 多様な 多岐にわたる
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コーパス（調査者） 起きる（％） 起こる（％） 生じる（％）
1 新聞記事（前川） 84 （52.8） 12 （ 7.5） 63 （39.6）
2 毎日新聞2000（井上） 184 （54.0） 56 （16.4） 101 （29.6）
3 国会会議録（前川） 85 （20.7） 143 （34.9） 182 （44.4）
4 国会議事録（井上） 55 （31.6） 77 （44.3） 42 （24.1）
5 白書（井上） 0 （0） 1 （ 1.3） 76 （98.7）
6 Yahoo! 知恵袋（井上） 9 （39.1） 9 （39.1） 5 （21.7）
7 BCCWJ書籍（前川） 113 （25.7） 114 （25.9） 213 （48.4）
表８ 「問題が」と「起きる」「起こる」「生じる」の共起関係
毎日新聞2000（井上） 起きる（％） 起こる（％） 生じる（％）
総使用頻度 184 （54.0） 56 （16.4） 101 （29.6）
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